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社会福祉協議会が取り組む福祉教育 
 

社会福祉協議会が取り組む福祉教育には、「子どもの心の豊かな成長」と「地域福祉の推進を

図る」という２つの目的があります。 

子どもたちが「ふくし」というテーマを通して、自分の住んでいる地域の福祉環境について知

り、相手の立場に立って考えられる力。人とのつながりの大切さを知ること。だれもが、ふだん

のくらしのしあわせを実現できるということ。を学べるように、『ふくし教育プログラム』とし

て、疑似体験や福祉講話、障害のある方との交流などを実施しています。また、総合的な学習の

時間の一部として、先生方の授業のお手伝いをすることもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊疑似体験や点字、手話体験などは技術習得が目的ではありません。身のまわりや地域にはさまざまな人

たちが生きていることを知り、障害のある人の立場に立ったり、自分との関わりを考えながら、共に生

きていくために必要なこと、大切なことは何か、を考えるきっかけになればと思っています。 

お問い合わせ先：富岡市社会福祉協議会（電話：７０－２２３２）  

 

 

 

 

障害者との交流体験 

障害のある当事者とのかかわりを

通して、お互いを正しく理解し、

共に助け合って生きていくことの

大切さを学びます。 

 

 

 

 

ボランティア講話 

ボランティアの基礎知識の他、市

内での活動や収集活動の紹介を通

して、身近なところからできる支

え合い活動であるボランティアへ

の関心を深めていただきます。 

 

 

 

 

車いす体験 

ハンディキャップのある人の立場

を理解し、車いすの基本的な操作

方法や介助の仕方を体験します。 

 

 

 

 

福祉講話 

社会福祉協議会の紹介の他、「ふく

し」とは何か、身近にある障害やバ

リアフリーについて、地域の福祉

環境などを知り、福祉が身近なも

のであることを学びます。 

 

 

 

 

 

高齢者疑似体験 

体験装具を装着し、高齢者の日常

生活を疑似体験することにより、

加齢による身体の変化を知り、気

持ちやサポート方法を学びます。 

 

 

 

 

手話体験 

簡単なあいさつや自己紹介の手話

を体験し、障害をもつ人とのコミ

ュニケーション手段について学び

ます。 

 

 

 

 

赤い羽根教室 

地域福祉に取り組む民間団体を支

援するしくみとして、また、市民

のやさしさや思いやりを届ける運

動として、共同募金運動への理

解・関心を深めていただきます。 

 

 

 

 

点字体験 

点字の仕組みを学び、点字器で実

際に点字を書く体験をし、障害を

もつ人のコミュニケーションにつ

いて学びます。 

 

 

 

 

アイマスク体験 

２人１組になり、ガイドをする

側・される側（アイマスク着用）

を交互に体験し、視覚障害のある

人の気持ちや適切なサポート方法

を学びます。 

ふくし教育プログラム 
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学校と社会福祉協議会との協働の進め方 
 

富岡市社会福祉協議会には、福祉教育を担当している職員がいます。どんな目的で、どの

ようなことがしたいのか、具体的な計画をたてる前からでかまいませんので、お気軽に社

協までご相談ください‼                 ℡0274-70-2232 

 

社協への相談から、実施までの流れ（例） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の計画・企画の検討（校内）  福祉教育依頼申込書の作成 

講師・施設の調整 

体験に必要な物品の準備・貸し出しなど 

社協担当者 

との相談 

◆社協の担当者に、学習計画（企画）を説明。 

◆企画内容の具体化、必要な時間、協力者・団体の紹介、

機材の手配等、不明な点を尋ねます。 

打合せ 

◆体験学習を指導する講師、訪問する施設、教員、社協の

担当者にて、必要に応じて綿密な打ち合わせを行いま

す。 

ふりかえり 

評価 

◆子どもの感想から、感じたこと・学んだことを把握しま

す。 

◆一連の過程で、反省点・改善点を振り返ります。 

◆課題として把握した点について、次の取り組みを考えま

す。 

講師・施設へのお礼 

■体験学習の場合 

体験の内容・タイムテーブルや

講師との講演内容の確認。 

■福祉施設訪問の場合 

見学の内容・持ち物等の確認。 

当   日 

具体的なプランがな

くても、計画の段階

から相談に応じま

す。 

社協で考えたプログ

ラムもありますので、

参考にしていただ

き、先生のイメージ

を具体化できるよう、

サポートさせていた

だきます。 

必ずしもしっかりした

企画でなくとも結構

です。 

こんなことできない

か？という希望と、

時期や規模をある程

度決めておきます。 

 

！ 遅くても、実施の

１ヶ月前には、ご連

絡ください。 

より良い学習になる

よう、学習にかかわ

るスタッフ間で打ち

合わせをし、当日に

向けて準備をしてい

きます。 

社協の担当者も交え

たふりかえり、評価

の場を持つことが望

まれます。 

校長名の礼状や、子

どもたちの感想文を

添えるなどして、感

謝の気持ちを表しま

す。 

車いす体験など用具

が必要な場合は、前

日に学校へ貸し出し

ます。 


